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◎令和７年度一般会計補正予算（第４号）＜専決処分の報告＞

主な歳出　小学生の通学時における熱中症対策の日傘	 126 万円
　　　　　中学校北舎 1F電動シャッターの修繕	 132 万円	

◎令和７年度一般会計補正予算（第５号）

主な歳入　県支出金　　海（尾鷲市）・山（池田町）の防災交流事業補助金	 200 万円
　　　　　繰越金	 1 億 6,711 万円
主な歳出　物価高騰対応重点支援給付金（不足額給付）	 2,768 万円
　　　　　海・山の防災交流事業	 249 万円

◎工事請負契約の締結

池田町北部工業団地第 7期造成工事
第一建設株式会社	 1 億 3,530 万円

監査委員の決算審査意見（抜粋）　	（竹田邦雄、大西照彦）
　令和６年度池田町一般会計及び特別会計の歳入歳出決算において、関係書類を照合した結果、決算の
係数は正確であり、予算の執行は、その目的と議決の趣旨に沿って、適切かつ効率的になされているこ
とを確認した。
　ただし、人口減少や少子高齢化の進行による税収減や社会保障費の増大なども懸念されることから、
今後の行財政の運営にあたっては、そうした社会情勢の変化に対応した歳入の確保及び歳出の見直しが
不可欠である。
　加えて喫緊の課題である基金の債券運用や池田温泉の再建などの課題に対する施策の進捗状況には注
視する必要がある。今後も引き続き、適切な町の財政運営が行われるよう要望する。

９月議会の主な内容

◎池田町指定金融機関の指定　

　いび川農業協同組合　令和7年10月16日～令和10年10月15日（今まで2年交代を今回から3年交代に）

◎水道事業会計未処分利益剰余金の処分

　8,914 万円の利益剰余金は建設改良資金に積立

◎収入印紙等購買基金条例の一部改正

改正理由：	電子申請によるオンライン納付の導入、申請窓口のキャッシュレス決済端末の設置など、各
種申請手数料の納付方法が多様化されたため、令和 7年 12月 31日をもって岐阜県収入証紙
が廃止されることに伴う所要の改正。

◎令和７年度一般会計補正予算（第 6号）
主な歳出　西保育園調理室エアコンの改修	 130 万円

主な条例改正

◎職員の育児休業等に関する条例の一部改正

改正理由：	部分休業制度で、１年につき条例で定める時間を超えない範囲内で、１日の勤務時間の全部
又は一部について選択できるようになる。また、非常勤職員に係る部分休業となる子の年齢
を小学校就学の始期に達するまでに引き上げる。

池田町北部工業団地第 7期造成工事
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第３回定例会（2025年９月議会） ９月２日
▼ 

９月11日
令和６年度決算（一般会計・５特別会計・水道、農業

集落排水、公共下水道事業会計 　）認定

※決算内容の詳細は、広報いけだ 11月号をご参照ください。

令和6年度
一般会計歳出
105億5,032万円

災害復旧費
1%

農林
水産業費

6%  衛生費
6%

消防費 3%

労働費
0%

商工費
1%

議会費   
1%

諸支出金
0%

民生費
35%

公債費
8%

土木費
8%

総務費
18%

教育費
13%

令和６年度決算の見どころ

〈一般会計・特別会計〉	歳入 138 億 2,980 万円（前年比 3.1％増）
　　　　　　　　	 歳出 134 億 7,170 万円（前年比 4.7％増）

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水道事業会計 3億8,539万円 2億8,834万円 1,595万円 1億9,533万円
農業集落排水事業会計 3億1,684万円 3億 　98万円 1億　470万円 1億6,465万円
公共下水道事業会計 5億5,987万円 5億3,660万円 1億5,582万円 2億7,919万円

池田中学校体育館にエアコン� 1 億 3,178 万円
　3 月の卒業式から運転、PTA から喜びの声、
クラブ活動や体育の授業も熱中症に悩まされず
に行えるようになりました。災害対策にも。
小学校体育館エアコン整備設計　　� 597 万円

池田東地区公園（指定緊急避難場所）の整備
　� 1 億 2,967 万円
　トイレの設置と駐車場の舗装
今後、公園機能の整備を地域の要望を含め検討

養老鉄道支援事業
� 1 億 9,536 万円
通学定期券助成事業
大学生等にも対象を拡大
令和 5 年度
� 377 人　 804 万円
令和 6 年度
� 595 人 1,213 万円
�３分の１補助で助かって
ます。

〇池田町選挙管理委員及び補充員の選挙
　　池田町選挙管理委員	 池田町選挙管理委員補充員
　杉山　芳和（粕ヶ原）　新任　　久保田　正彥（沓井）　　新任
　大村　親司（小牛）　　〃　　　末村　　順一（舟子）　　　〃
　内藤　貫二（青柳）　　〃　　　小森　　玄一郎（本町）　　〃
　竹中　尚士（上八幡）　〃　　　松岡　　順一（片山北）　　〃
〇池田町固定資産評価審査委員会委員の選任同意
　河村　眞次（願成寺）　新任
〇人権擁護委員候補者の推薦
　遠藤　一美（沓井）　　新任

令和６年度決算の認定…………９件
条例関係…………………………４件
人事案件…………………………３件
水道事業、未処分利益の処分	…１件
令和７年度補正予算……………６件
報告案件…………………………２件
契約議決…………………………１件
指定金融機関の変更……………１件

９月議会の内容人事案件

※万円未満は切り捨て

◀︎YouTube録画配信はこちら

初日 最終日

通学路に防犯カメラ設置完了
令和 4 年　宮地小校区� 8 台
　〃　 5 年　養基小　〃　� 9 台
　〃　 6 年　温知小　〃　� 15 台
� 池田小　〃　� 8 台
� 八幡小　〃　� 15 台
� 55 台
年間リース料等
� 5，126，220 円
防犯カメラデータ更新
� ２週間で上書きされる
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一 般 質 問

　黒
字
化
で
き
た
暁
に
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
住
民
へ

の
還
元
を
希
望
す
る
。

金
・
決
着
の
方
法
は
、
決
着
後

の
利
用
方
法
は
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　
池
田
町
行
政
財
産
使
用
許
可

書
を
も
っ
て
、
行
政
財
産
池
田

温
泉
新
館
２
階
・
３
階
部
分
の

使
用
許
可
を
出
し
て
い
る
。

　
行
政
財
産
使
用
廃
止
届
を
提

出
さ
せ
、
保
証
金
を
超
過
す
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
破
産
管
財

人
な
い
し
連
帯
保
証
人
に
請
求

す
る
。

　
今
後
の
２
階
・
３
階
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
法
的
な
手
続
が

な
さ
れ
明
渡
し
と
な
っ
た
後

に
、
諮
る
予
定
。

　旅
館
た
ち
川
の
部
屋
風
呂
は

水
道
水
に
重
曹
を
混
ぜ
た
と
一

部
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
池
田
町
は
こ
の
事
実
を

把
握
し
て
い
た
の
か
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　
７
月
31
日
に
告
示
書
の
貼
り

出
し
以
外
は
、
事
業
者
本
人
と

連
絡
が
取
れ
て
な
い
、
よ
っ
て

事
実
と
認
定
す
る
す
べ
が
な
い
。

　温
泉
バ
ス
の
廃
止
に
よ
り
さ

ら
に
住
民
の
足
が
無
く
な
る
が

そ
の
代
替
案
は
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　「
い
け
タ
ク
」
の
運
営
に
つ

い
て
、
各
タ
ク
シ
ー
会
社
も
利

用
者
へ
の
配
車
に
苦
慮
し
て
い

る
。
現
段
階
で
の
制
度
の
拡
充

等
は
難
し
い
。
引
き
続
き
岐
阜

県
タ
ク
シ
ー
協
会
西
濃
支
部
と

の
連
携
を
密
に
し
、配
車
状
況
、

利
用
状
況
等
の
検
証
を
含
め
て

協
議
す
る
。

　今
年
度
11
月
末
か
ら
毎
月

池
田
温
泉
の
売
上
高
、
利
益
を

町
民
に
向
け
て
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　
会
計
事
務
所
と
契
約
し
、
準

備
が
整
い
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
毎
月
と
ま
で
は
い
か
な
い

が
、
広
報
に
て
公
表
す
る
。

　た
ち
川
と
町
は
ど
の
よ
う
な

契
約
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
返

　行
政
側
の
経
費
削
減
項
目

は
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

１�

．
定
休
日
の
追
加
（
週
休
１

日
か
ら
２
日
）、
削
減
期
待

額
は
１
，
１
４
８
万
円

２�

．
営
業
開
始
時
間
の
変
更

(

10
時
か
ら
11
時
）
削
減
期

待
額
は
５
８
７
万
円

３�

．
池
田
温
泉
バ
ス
の
廃
止
、

削
減
期
待
額
は
５
５
８
万
円

４�

．
野
立
て
看
板
の
取
り
止
め
、

削
減
期
待
額
は
１
４
０
万
円

５�

．
浴
場
清
掃
委
託
業
務
の
取

り
止
め
、削
減
期
待
額
は
１
，

３
５
８
万
円
。
職
員
と
シ
ル

バ
ー
で
対
応
。

６�

．
館
内
外
警
備
委
託
の
取

り
止
め
、
削
減
期
待
額
は

１
２
１
万
円

７�

．
仕
入
単
価
の
見
直
し
等
、�

削
減
期
待
額
は
１
，
２
８
９�

万
円

　�

以
上
７
つ
の
削
減
額
ト
ー
タ

ル
で
５
，
２
０
３
万
円
を
既

に
実
施
、
ま
た
は
11
月
か
ら

実
施
す
る
。

　
※
万
円
未
満
は
切
捨

林　孝英 議員

池田温泉について

本館外観

◀︎YouTube録画配信はこちら
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答
令
和
５
年
度
は
半
年
分
で

令
和
６
年
度
は
１
年
分
で

あ
る
。
利
用
者
登
録
は
将

来
的
に
念
の
た
め
に
登
録

す
る
人
が
増
え
て
お
り
利

用
者
割
合
の
低
下
に
な
っ

た
。

問
乗
合
型
の
タ
ク
シ
ー
利
用

は
で
き
な
い
の
か
。

答
利
用
方
法
に
つ
い
て
タ
ク

シ
ー
協
会
と
協
議
し
ま
す
。

◎
令
和
６
年
度
池
田
町
温
泉
施

設
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

問
た
ち
川
と
の
契
約
を
打
ち

切
ら
な
い
と
負
債
額
が
膨

れ
上
が
る
。
契
約
を
打
ち

切
る
通
告
は
し
た
の
か
。

答
解
約
す
る
に
は
、
双
方
の

合
意
を
も
っ
て
解
約
と
な

る
た
め
、
現
時
点
で
は
合

意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政

財
産
使
用
許
可
を
継
続
し

て
い
る
状
態
。
今
後
法
的

整
理
を
し
て
い
く
過
程
に

お
い
て
、
取
り
消
し
処
分

を
池
田
町
か
ら
発
す
る
こ

と
が
、
結
果
的
に
は
池
田

町
に
と
っ
て
不
利
益
な
こ

と
が
多
い
の
で
控
え
た
方

が
い
い
と
の
顧
問
弁
護
士

の
回
答
で
あ
っ
た
。
す
べ

て
の
案
件
は
顧
問
弁
護
士

と
相
談
し
て
最
善
の
方
策

で
対
応
し
て
い
る
。

答
住
ん
で
い
る
方
に
願
成
寺

住
宅
へ
の
転
居
を
勧
め
て

い
る
が
、「
最
期
ま
で
住

み
た
い
」
な
ど
の
意
向
が

あ
る
。
引
き
続
き
、
転
居

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

く
。

問
『
池
タ
ク
』の
利
用
で
令
和

５
年
度
と
令
和
６
年
度
で

利
用
者
割
合
が
44
％
か
ら

38
％
に
減
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
利
用
者
件
数

は
約
３
倍
に
な
っ
て
い
る
。

総
務
建
設
産
業
委
員
会

９
月
９
日
開
催

◎
令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
（
所
掌
事

項
）

問
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
で
高
ス
ト
レ
ス
が
38
人

と
決
し
て
少
な
く
な
い
数

値
だ
が
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
の
か
。

答
産
業
医
と
委
託
契
約
し
て

お
り
産
業
医
と
相
談
し
て

も
ら
い
少
し
で
も
ス
ト
レ

ス
が
軽
減
出
来
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
。

問
昭
和
40
年
前
後
に
建
築
さ

れ
た
町
営
住
宅
は
、
大
変

古
く
、
災
害
等
が
あ
る
と

非
常
に
危
険
で
あ
り
、
修

繕
費
も
か
か
る
。

　
　
願
成
寺
住
宅
に
空
き
家
が

あ
る
の
で
、
転
居
を
促
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

民
生
文
教
委
員
会

９
月
4
日
開
催

◎�

令
和
６
年
度
池
田
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

問
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
各
校
区
で
開
催
し
た

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
状
況

は
？

答
令
和
７
、８
年
の
２
年
間

の
計
画
で
、
今
年
度
は
４

回
開
催
し
、
早
い
段
階
で

方
向
性
を
出
す
予
定
で
あ

る
。

問
小
中
学
校
の
通
学
路
の
防

犯
カ
メ
ラ
を
町
内
全
体
で

55
台
設
置
し
た
が
何
か
今

ま
で
実
際
に
役
に
立
っ
た

事
は
あ
る
か
？

答
警
察
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
申
請
書
を
出
し

て
い
た
だ
き
、
現
場
で
カ

メ
ラ
の
デ
ー
タ
を
警
察
に

渡
し
た
。
令
和
４
年
か
ら

７
年
ま
で
で
３
回
あ
っ
た
。

問
県
民
か
ら
事
業
ア
イ
デ
ア

を
募
る
政
策
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
池
田
町
が
金
賞
を
受

賞
し
た
内
容
の
詳
細
は
？

答
三
重
県
尾
鷲
市
の
小
学
生

と
池
田
町
の
小
学
生
が
交

流
し
て
宿
泊
や
炊
き
出
し

訓
練
な
ど
で
、
防
災
や
教

育
と
し
て
も
非
常
に
有
効

で
あ
る
。

問
地
下
水
の
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
水
質
検
査
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
？

答
旧
不
燃
物
処
理
場
近
く
の

地
下
水
７
箇
所
の
内
、
１

箇
所
で
検
査
し
た
が
検
出

さ
れ
な
か
っ
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

9
月
5
日
開
催

〇�

議
員
の
な
り
て
不
足
に
つ
い
て

　�

女
性
の
議
会
参
画
推
進
に
つ
い

て
〇�

議
員
報
酬
の
見
直
し
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

見
直
し
検
討
を
進
め
る
中
、
定

数
と
報
酬
に
関
し
、
来
年
３
月

を
目
途
に
い
っ
た
ん
協
議
結
果

を
ま
と
め
る
。

町
村
議
会
広
報
研
修
会

8
月
28
日
開
催

東
京
渋
谷
公
会
堂
で
全
国
町
村
議

会
広
報
研
修
会
、
３
人
の
講
師

〇�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
足
し
て

読
ま
れ
る
広
報
誌
に
し
よ
う

〇�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

撮
影
技
術
・
動
画
作
成
の
基
本

〇�

議
会
活
性
化
と
連
動
し
た
広
報

紙
づ
く
り

今
後
の
広
報
づ
く
り
に
活
か
し

た
い
。

質疑
あれこれ
9月議会に上程された議案の
中から主な質疑を要約してお
知らせします。

町営住宅の管理状況
団地名 建設年度 管理戸数 入居戸数

萩原住宅 S37 10 6

粕ヶ原住宅 S40～42 8 8

江渡前住宅 S43～44 11 9

願成寺住宅 S48 10 2

願成寺住宅 H3～5 72 47

タクシー利用助成事業
令和5年度
(10月より) 令和 6年度

利用登録者数 748人 996人

利用者実数 332人 376人

利用者割合 44% 38%

利用件数 4,957回 13,528 回

利用金額 5,215,900円 14,259,670 円
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一 般 質 問

　黒
字
化
で
き
た
暁
に
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
住
民
へ

の
還
元
を
希
望
す
る
。

金
・
決
着
の
方
法
は
、
決
着
後

の
利
用
方
法
は
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　
池
田
町
行
政
財
産
使
用
許
可

書
を
も
っ
て
、
行
政
財
産
池
田

温
泉
新
館
２
階
・
３
階
部
分
の

使
用
許
可
を
出
し
て
い
る
。

　
行
政
財
産
使
用
廃
止
届
を
提

出
さ
せ
、
保
証
金
を
超
過
す
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
破
産
管
財

人
な
い
し
連
帯
保
証
人
に
請
求

す
る
。

　
今
後
の
２
階
・
３
階
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
法
的
な
手
続
が

な
さ
れ
明
渡
し
と
な
っ
た
後

に
、
諮
る
予
定
。

　旅
館
た
ち
川
の
部
屋
風
呂
は

水
道
水
に
重
曹
を
混
ぜ
た
と
一

部
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
池
田
町
は
こ
の
事
実
を

把
握
し
て
い
た
の
か
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　
７
月
31
日
に
告
示
書
の
貼
り

出
し
以
外
は
、
事
業
者
本
人
と

連
絡
が
取
れ
て
な
い
、
よ
っ
て

事
実
と
認
定
す
る
す
べ
が
な
い
。

　温
泉
バ
ス
の
廃
止
に
よ
り
さ

ら
に
住
民
の
足
が
無
く
な
る
が

そ
の
代
替
案
は
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　「
い
け
タ
ク
」
の
運
営
に
つ

い
て
、
各
タ
ク
シ
ー
会
社
も
利

用
者
へ
の
配
車
に
苦
慮
し
て
い

る
。
現
段
階
で
の
制
度
の
拡
充

等
は
難
し
い
。
引
き
続
き
岐
阜

県
タ
ク
シ
ー
協
会
西
濃
支
部
と

の
連
携
を
密
に
し
、配
車
状
況
、

利
用
状
況
等
の
検
証
を
含
め
て

協
議
す
る
。

　今
年
度
11
月
末
か
ら
毎
月

池
田
温
泉
の
売
上
高
、
利
益
を

町
民
に
向
け
て
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　
会
計
事
務
所
と
契
約
し
、
準

備
が
整
い
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
毎
月
と
ま
で
は
い
か
な
い

が
、
広
報
に
て
公
表
す
る
。

　た
ち
川
と
町
は
ど
の
よ
う
な

契
約
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
返

　行
政
側
の
経
費
削
減
項
目

は
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

１�

．
定
休
日
の
追
加
（
週
休
１

日
か
ら
２
日
）、
削
減
期
待

額
は
１
，
１
４
８
万
円

２�

．
営
業
開
始
時
間
の
変
更

(

10
時
か
ら
11
時
）
削
減
期

待
額
は
５
８
７
万
円

３�
．
池
田
温
泉
バ
ス
の
廃
止
、

削
減
期
待
額
は
５
５
８
万
円

４�

．
野
立
て
看
板
の
取
り
止
め
、

削
減
期
待
額
は
１
４
０
万
円

５�

．
浴
場
清
掃
委
託
業
務
の
取

り
止
め
、削
減
期
待
額
は
１
，

３
５
８
万
円
。
職
員
と
シ
ル

バ
ー
で
対
応
。

６�

．
館
内
外
警
備
委
託
の
取

り
止
め
、
削
減
期
待
額
は

１
２
１
万
円

７�

．
仕
入
単
価
の
見
直
し
等
、�

削
減
期
待
額
は
１
，
２
８
９�

万
円

　�

以
上
７
つ
の
削
減
額
ト
ー
タ

ル
で
５
，
２
０
３
万
円
を
既

に
実
施
、
ま
た
は
11
月
か
ら

実
施
す
る
。

　
※
万
円
未
満
は
切
捨

林　孝英 議員

池田温泉について

本館外観

◀︎YouTube録画配信はこちら
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一 般 質 問一 般 質 問

　
直
近
５
年
間
、
ふ
る
さ
と
納

税
額
が
減
少
す
る
一
方
で
町
外

へ
の
寄
附
が
増
え
た
こ
と
で
寄

附
金
税
額
控
除
額
注
１

も
拡
大

し
、
町
に
残
る
財
源
（
差
額
）

が
減
少
し
て
い
る
。

以
下
の
質
問
を
す
る
。

①�

ふ
る
さ
と
納
税
の
主
な
使
い

道
②�

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

政
策

③�

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

　
さ
ら
に
、
体
験
型
返
礼
品

の
導
入
、
共
感
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
、
感
謝
イ
ベ
ン
ト
ツ

ア
ー
の
実
施
、
寄
附
金
使
途
の

見
え
る
化
、
返
礼
品
の
整
理
と

Ｐ
Ｒ
強
化
の
5
点
を
提
言
す

る
。

財
政
課
長

　
寄
附
額
は
令
和
３
年
度

４
億
６
千
５
百
万
円
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
県
内

町
村
で
は
上
位
を
維
持
し
て
い

る
。
減
少
要
因
は
返
礼
品
基
準

の
厳
格
化
や
経
費
率
制
限
に
よ

る
返
礼
品
縮
小
で
あ
る
。

　
寄
附
金
は
養
老
鉄
道
支
援
、

子
育
て
支
援
、
町
ま
る
ご
と
応

援
な
ど
に
充
て
た
。

　
６
月
か
ら
は
池
田
温
泉
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
共

感
型
寄
附
を
導
入
し
、
金
融
機

関
と
も
連
携
し
て
資
金
調
達
を

進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
主
要
返
礼
品
は
米
・

飛
騨
牛
・
プ
ロ
テ
イ
ン
で
、
新

た
に
金
華
海
老
や
柿
渋
を
追

加
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
６
年

度
は
18
社
か
ら
６
１
０
万
円
の

寄
附
が
あ
っ
た
。

　
誰
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
え
る
環
境
で
な
い
た
め
、
窓

口
寄
附
の
充
実
や
、
寄
附
が
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長

　
財
政
課
で
現
金
寄
附
を
受
付

け
て
い
る
が
、
町
民
へ
の
返
礼

品
は
制
度
上
で
き
な
い
。
今
後

は
町
内
外
問
わ
ず
、
気
楽
に
寄

附
で
き
る
よ
う
窓
口
設
置
を
検

討
し
て
い
く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
先
に
池
田
町

を
選
ば
れ
る
様
に
、
利
用
用
途

を
「
見
え
る
化
」
し
、
町
内
外

の
人
々
が
「
寄
附
し
て
良
か
っ

た
」
と
感
じ
ら
れ
る
環
境
推
進

を
要
望
す
る
。

注
１
）
寄
附
金
税
額
控
除
額

　
地
方
自
治
体
や
一
定
の
団
体
に
対

し
て
二
千
円
以
上
の
寄
附
金
を
支

払
っ
た
場
合
に
、
寄
附
を
し
た
翌
年

の
個
人
住
民
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
制

度

八田隆士 議員

ふるさと納税

◀︎YouTube録画配信はこちら

ふるさと納税を活用した町の活性化について

年　度 ①ふるさと納税額 ②寄附金
税額控除額 ①−②＝差額分

令和 2年 417,526,100 円 22,749,693 円 394,776,407 円

令和 3年 465,795,366 円 30,382,657 円 435,412,709 円

令和 4年 456,635,800 円 37,594,504 円 419,041,296 円

令和 5年 397,732,500 円 46,280,551 円 351,451,949 円

令和 6年 275,352,518 円 52,552,206 円 222,800,312 円

5

4

3

2

1

0

【億円】 差額分

令和
2年

令和
3年

令和
4年

令和
5年

令和
6年

▲池田町へのふるさと納税はこちら
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一 般 質 問

　大
津
谷
（
大
津
谷
川
）
一
帯

は
、
キ
ャ
ン
プ
地
域
を
除
く
下

流
に
、
雑
木
や
つ
る
草
が
生
い

茂
り
、
対
岸
へ
の
見
通
し
は
ゼ

ロ
に
近
い
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周

辺
も
利
用
者
の
自
主
管
理
で
何

と
か
一
部
が
支
え
ら
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　提
案
と
し
て
、
大
津
谷
川

両
岸
の
キ
ャ
ン
プ
地
域
か
ら
下

流
、
大
津
谷
川
と
中
谷
の
合
流

地
点
ま
で
、
堤
防
道
路
と
内
側

及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
の
雑

木
伐
採
と
つ
る
草
の
除
去
作
業

工
事
を
複
数
年
の
事
業
計
画
に

取
り
上
げ
て
頂
き
た
い
。

建
設
課
長

　
左
岸
の
路
肩
草
刈
り
を
年
２

回
、
桜
枝
打
ち
を
随
時
実
施
し

て
い
る
。
提
案
の
事
業
実
施
の

た
め
に
は
、
河
川
域
で
７
千
万

円
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
で

１
千
２
百
万
円
と
多
額
の
予
算

が
必
要
と
な
る
。
河
川
の
流
下

能
力
確
保
な
ど
防
災
上
の
観
点

か
ら
河
川
内
の
伐
採
は
重
要
と

考
え
、
複
数
年
で
の
事
業
実
施

に
向
け
検
討
し
て
い
く
。
伐
採

河野直人 議員

大津谷堤防の
景観向上へ向けて

整
地
後
の
河
川
内
全
域
を
継
続

し
て
草
刈
り
を
す
る
予
算
確
保

は
困
難
で
あ
る
。
道
路
路
肩
の

草
刈
り
は
継
続
す
る
。
将
来
に

わ
た
っ
て
の
環
境
維
持
に
は
、

官
民
一
体
の
取
り
組
み
が
必
要

で
、
ぜ
ひ
地
域
の
皆
様
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　北
部
工
業
団
地
は
期
待
す
る

一
方
、
周
辺
は
農
地
も
多
く
、

不
安
で
あ
り
将
来
構
想
に
つ
い

て
以
下
の
質
問
を
す
る
。

①�

企
業
誘
致
は
、
ど
う
い
う
方

法
で
募
集
を
行
っ
て
い
る
の

か
？

②�

企
業
誘
致
と
土
地
造
成
は
、

今
後
も
制
限
無
く
拡
張
が
続

く
の
か
？

企
画
課
長

①�

募
集
方
法
は
、
公
募
方
式
を

基
本
と
し
て
い
る
。
理
由
と

し
て
は
公
正
性
と
透
明
性
の

確
保
、
幅
広
い
分
野
の
企
業

か
ら
公
募
す
る
こ
と
で
池
田

町
の
産
業
構
造
や
雇
用
の
多

様
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。

②�

誘
致
は
、
決
し
て
無
制
限
に

続
け
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
町
内
及
び
西
濃

圏
域
の
地
域
に
根
差
し
た
企

業
を
対
象
と
し
て
お
り
、
造

成
用
の
土
砂
は
必
ず
土
壌
検

査
を
行
い
、
生
活
環
境
に
最

大
限
の
注
意
を
払
っ
て
い

る
。

��

　
地
域
住
民
と
協
調
し
、
共

に
町
の
将
来
像
を
描
き
な
が

ら
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
今
後

も
進
め
て
い
き
た
い
。

YouTube録画配信はこちら▶︎

大津桜橋から下流を望む 大津谷川堤防　左岸側を望む

北部工業団地

北
部
工
業
団
地
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
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一 般 質 問一 般 質 問

　
直
近
５
年
間
、
ふ
る
さ
と
納

税
額
が
減
少
す
る
一
方
で
町
外

へ
の
寄
附
が
増
え
た
こ
と
で
寄

附
金
税
額
控
除
額
注
１

も
拡
大

し
、
町
に
残
る
財
源
（
差
額
）

が
減
少
し
て
い
る
。

以
下
の
質
問
を
す
る
。

①�

ふ
る
さ
と
納
税
の
主
な
使
い

道
②�
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

政
策

③�

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

　
さ
ら
に
、
体
験
型
返
礼
品

の
導
入
、
共
感
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
、
感
謝
イ
ベ
ン
ト
ツ

ア
ー
の
実
施
、
寄
附
金
使
途
の

見
え
る
化
、
返
礼
品
の
整
理
と

Ｐ
Ｒ
強
化
の
5
点
を
提
言
す

る
。

財
政
課
長

　
寄
附
額
は
令
和
３
年
度

４
億
６
千
５
百
万
円
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
県
内

町
村
で
は
上
位
を
維
持
し
て
い

る
。
減
少
要
因
は
返
礼
品
基
準

の
厳
格
化
や
経
費
率
制
限
に
よ

る
返
礼
品
縮
小
で
あ
る
。

　
寄
附
金
は
養
老
鉄
道
支
援
、

子
育
て
支
援
、
町
ま
る
ご
と
応

援
な
ど
に
充
て
た
。

　
６
月
か
ら
は
池
田
温
泉
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
共

感
型
寄
附
を
導
入
し
、
金
融
機

関
と
も
連
携
し
て
資
金
調
達
を

進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
主
要
返
礼
品
は
米
・

飛
騨
牛
・
プ
ロ
テ
イ
ン
で
、
新

た
に
金
華
海
老
や
柿
渋
を
追

加
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
６
年

度
は
18
社
か
ら
６
１
０
万
円
の

寄
附
が
あ
っ
た
。

　
誰
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
え
る
環
境
で
な
い
た
め
、
窓

口
寄
附
の
充
実
や
、
寄
附
が
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長

　
財
政
課
で
現
金
寄
附
を
受
付

け
て
い
る
が
、
町
民
へ
の
返
礼

品
は
制
度
上
で
き
な
い
。
今
後

は
町
内
外
問
わ
ず
、
気
楽
に
寄

附
で
き
る
よ
う
窓
口
設
置
を
検

討
し
て
い
く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
先
に
池
田
町

を
選
ば
れ
る
様
に
、
利
用
用
途

を
「
見
え
る
化
」
し
、
町
内
外

の
人
々
が
「
寄
附
し
て
良
か
っ

た
」
と
感
じ
ら
れ
る
環
境
推
進

を
要
望
す
る
。

注
１
）
寄
附
金
税
額
控
除
額

　
地
方
自
治
体
や
一
定
の
団
体
に
対

し
て
二
千
円
以
上
の
寄
附
金
を
支

払
っ
た
場
合
に
、
寄
附
を
し
た
翌
年

の
個
人
住
民
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
制

度

八田隆士 議員

ふるさと納税

◀︎YouTube録画配信はこちら

ふるさと納税を活用した町の活性化について

年　度 ①ふるさと納税額 ②寄附金
税額控除額 ①−②＝差額分

令和 2年 417,526,100 円 22,749,693 円 394,776,407 円

令和 3年 465,795,366 円 30,382,657 円 435,412,709 円

令和 4年 456,635,800 円 37,594,504 円 419,041,296 円

令和 5年 397,732,500 円 46,280,551 円 351,451,949 円

令和 6年 275,352,518 円 52,552,206 円 222,800,312 円

5

4

3

2

1

0

【億円】 差額分

令和
2年

令和
3年

令和
4年

令和
5年

令和
6年

▲池田町へのふるさと納税はこちら
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一 般 質 問

を
組
み
譲
り
合
い
を
原
則
に
活

動
中
。
学
校
校
舎
の
利
用
に
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
適
切
な
利
用
を
今
後

も
調
整
。

③�

小
学
校
体
育
教
員
の
兼
務
は
来

年
度
か
ら
の
モ
デ
ル
事
業
で
、

多
数
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

教
育
長

　
部
活
動
の
加
入
率
が
下
が
っ
た

の
は
問
題
。
参
加
し
や
す
い
活
動

内
容
や
活
動
時
間
等
の
工
夫
を
考

え
て
い
く
。
学
校
５
日
制
で
、
教

育
機
能
を
地
域
へ
も
順
番
に
移

行
。
大
事
な
人
生
を
変
え
る
よ
う

な
経
験
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

部
活
動
を
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
、

地
域
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

①�

無
料
・
優
待
券
の
金
額
相
当
分

は
、別
会
計
か
ら
支
出
す
べ
き
。

②�

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と
説
明

を

町

　長

①�
特
定
健
診
促
進
目
的
の
無
料
券

代
金
は
池
田
温
泉
に
払
っ
て
い

る
が
、
収
益
事
業
に
ま
で
一
般

会
計
資
金
を
投
下
す
る
の
は
、

町
民
本
来
の
希
求
に
応
え
ら
れ

な
い
。

②�

９
月
10
日
現
在

で
温
泉
再
建

の
た
め
に
と

３
９
４
件
、１
，

９
１
６
万
８
，

５
０
０
円
の
寄

附
が
集
ま
っ
て

い
る
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
過
去
の
寄
附

者
に
Ｄ
Ｍ
等
で

Ｐ
Ｒ
。

　
池
田
町
が
配
布
す
る
無
料
券
・

優
待
券
で
、
赤
字
の
元
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
。

　
飲
食
・
宿
泊
業
者
の
契
約
解
除

に
３
か
月
が
必
要
な
ら
、
早
急
に

実
施
す
べ
き
。

減
少
し
て
お
り
課
題
。
生
徒
、

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
予
定
。

②�

少
年
の
主
張
で
の
発
表
生
徒

は
、
部
活
動
を
通
じ
て
の
成
長

と
地
域
移
行
に
関
わ
る
要
望
を

端
的
に
述
べ
ら
れ
た
。
部
活
動

で
の
経
験
や
友
情
は
人
生
の
糧

と
な
る
、
貴
重
な
経
験
の
機
会

を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め

る
。

　�

文
化
系
ク
ラ
ブ
や
武
道
系
指
導

者
が
不
足
、
関
係
機
関
と
も
連

携
し
確
保
に
努
め
て
い
く
。
ス

ポ
ー
ツ
系
の
中
学
校
体
育
館
等

の
利
用
は
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

①
現
状
と
中
間
総
括
　

②
少
年
の
主
張
へ
の
見
解
　

③
小
学
校
教
員
の
兼
務

を
質
問

総
合
体
育
館
長

①�

令
和
６
年
10
月
よ
り
中
学
校
の

休
日
部
活
動
を
地
域
移
行
。
４

月
か
ら
６
月
の
休
日
活
動
は
、

延
べ
２
３
７
回
で
平
均
参
加
者

は
20
・
９
名
。

　�

相
談
や
困
り
事
な
ど
に
対
応
し

な
が
ら
ル
ー
ル
を
作
り
、
安
定

し
た
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

部
活
動
加
入
率
が
昨
年
の
70
・

６
％
か
ら
今
年
度
51
・
１
％
と

森　政郎 議員

池
田
温
泉
に
つ
い
て

中学部活動の地域展開（地域移行）
について

■中学生の休日部活動状況
ソフトボールは揖斐川町へ、柔道は大野町へ、
大野町と揖斐川町のサッカーは池田町に

クラブ名 中学校
部員数

池田ジュニア
加入数
（のべ数）

うち
町外

指導者数
7/22現在 町負担金

野球 27 28 　 8 59,700

サッカー 32 43 19 5 78,100

卓球 21 21 　 3 49,700

ソフトテニス 27 31 4 8 59,700

剣道 4 6 2 4 28,500

男子バスケ 10 11 　 3 35,600

女子バスケ 15 16 　 4 42,700

陸上 30 32 　 4 65,300

男子バレー 33 33 　 3 66,700

女子バレー 25 24 　 3 54,000

バドミントン 45 45 2 7 83,800

スポーツ系小計 269 290 27 52 623,800

美術・習字 42 22 　 1 51,200

吹奏楽 60 60 　 6 105,000

文化系小計 102 82 0 7 156,200

合　　計 371 372 27 59 780,000

　　　　　　　会費は1,000円/月↑� ↑うち教職員8名

一 般 質 問

◀︎YouTube録画配信はこちら

池田温泉へのふるさと納税
クラウドファンディング型 ふるさと納税 企業版ふるさと納税 合計

59人 331件 4社 394件

326万5,500円 1,090万3,000円 500万円 1,916万8,500円
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一 般 質 問

YouTube録画配信はこちら▶︎

　
た
ち
川
と
は
行
政
財
産
使
用
許

可
書
で
池
田
温
泉
新
館
の
２
階
と

３
階
の
営
業
を
認
め
て
い
た
。
許

可
の
内
容
及
び
許
可
の
取
り
消

し
、
滞
納
に
対
す
る
延
滞
金
、
明

け
渡
し
請
求
と
原
状
回
復
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
町
は
「
た
ち
川
の
令
和
３
年
７

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
使
用
料
の

支
払
い
を
猶
予
し
た
」
と
説
明
し

て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
の
決
算

書
に
は
収
入
未
済
額
と
し
て
報
告

さ
れ
て
い
な
い
。

　
本
館
の
休
憩
所
及
び
新
館
前
の

販
売
所
の
利
活
用
策
。

　
旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
た
ち

川
海
産
物
陸
上
養
殖
研
究
所
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

池
田
温
泉
総
支
配
人

　
許
可
の
取
り
消
し
の
条
件
３
に

使
用
料
を
２
カ
月
以
上
滞
納
し
た

と
き
、
延
滞
金
は
７
条
に
明
記
さ

れ
て
い
る
。

　
行
政
財
産
の
取
り
消
し
・
明
け

渡
し
請
求
の
是
非
は
不
服
申
立
期

間
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
早
期
明
け
渡
し
が
一
層
遅
延
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
令
和
３
年
の
未
納
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
温
泉
の
営
業
時
間
の
短
縮

等
に
よ
り
た
ち
川
の
売
り
上
げ
が

大
幅
に
減
少
し
た
た
め
支
払
い
の

猶
予
を
し
た
。
翌
年
か
ら
使
用
料

40
万
円
に
10
万
円
を
上
乗
せ
し
て

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
全
額
回
収

し
た
。

　
本
来
な
ら
当
年
度
に
収
入
調
停

を
起
こ
し
、
決
算
で
未
収
金
と
し

て
報
告
す
べ
き
だ
っ
た
。

　
条
例
で
55
万
円
の
使
用
料
は
令

和
元
年
10
月
17
日
付
け
で
15
万
円

減
免
し
て
い
た
が
、
文
書
の
作
成

は
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
本
館
休
憩
所
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

３
台
を
設
置
し
た
。
新
館
前
の
販

売
所
跡
は
検
討
中
。
旧
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
は
水
槽
6
基
と
不
用

品
が
残
存
。

　
今
年
の
夏
も
各
地
で
盆
踊
り

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
近
隣
市

町
で
は
、
そ
の
地
域
に
ゆ
か
り
の

曲
も
か
か
る
。
池
田
町
で
は
そ
れ

に
代
わ
る
も
の
が
な
く
寂
し
く
思

う
。

　「
池
田
町
の
歌
」「
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ズ
」
に
振
り
を
つ
け
て

地
域
お
こ
し
を
。

総
合
体
育
館
長

　「
池
田
町
の
歌
」
は
合
併
40
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
平
成
５

年
に
発
表
さ
れ
た
。「
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ズ
」
は
平
成
元
年
に
つ

ど
い
協
の
関
係
者
が
作
詞
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
杉
田
二

郎
さ
ん
が
補
作
詞
等
制
作
さ
れ
、

マ
イ
ソ
ン
グ
体
操
パ
ー
ト
Ⅱ
の
曲

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
若
い

世
代
が
池
田
町
ゆ
か
り
の
曲
と
そ

れ
に
限
ら
ず
新
し
い
文
化
を
創
造

し
、
池
田
町
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

に
期
待
す
る
。

野網義一 議員

池田温泉
たち川に許可の取り消し・明け渡し請求
早急に休憩所・食事処の整備を

盆
踊
り
に
池
田
町
ゆ
か
り
の
曲
を

「
池
田
町
の
歌
」「
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
」

近隣市町で踊られる曲

養老町

養老音頭
揖斐川町

谷汲おどり

瓢箪ブギ 徳山おどり

養老よさこい音頭 大野町 大野おどり

養老はやし 神戸町 神戸音頭

垂井町

垂井音頭
大垣市

大垣音頭

松阪おどり 芭蕉さん音頭

岩手半兵衛音頭

たち川の未納金の内訳（7月末現在）�（万円）
施設名 保証金額 内　訳

池田温泉 500

宿泊者入浴料 23.1

施 設 使 用 料 200.0

電 気 使 用 料 170.1

水道使用料等 13.3

修 繕 料 7.4

道の駅
池田温泉 30

使 用 料 15.6

電 気 使 用 料 11.2

水道使用料等 7.5
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一 般 質 問

を
組
み
譲
り
合
い
を
原
則
に
活

動
中
。
学
校
校
舎
の
利
用
に
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
適
切
な
利
用
を
今
後

も
調
整
。

③�

小
学
校
体
育
教
員
の
兼
務
は
来

年
度
か
ら
の
モ
デ
ル
事
業
で
、

多
数
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

教
育
長

　
部
活
動
の
加
入
率
が
下
が
っ
た

の
は
問
題
。
参
加
し
や
す
い
活
動

内
容
や
活
動
時
間
等
の
工
夫
を
考

え
て
い
く
。
学
校
５
日
制
で
、
教

育
機
能
を
地
域
へ
も
順
番
に
移

行
。
大
事
な
人
生
を
変
え
る
よ
う

な
経
験
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

部
活
動
を
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
、

地
域
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

①�

無
料
・
優
待
券
の
金
額
相
当
分

は
、別
会
計
か
ら
支
出
す
べ
き
。

②�
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と
説
明

を

町

　長

①�

特
定
健
診
促
進
目
的
の
無
料
券

代
金
は
池
田
温
泉
に
払
っ
て
い

る
が
、
収
益
事
業
に
ま
で
一
般

会
計
資
金
を
投
下
す
る
の
は
、

町
民
本
来
の
希
求
に
応
え
ら
れ

な
い
。

②�

９
月
10
日
現
在

で
温
泉
再
建

の
た
め
に
と

３
９
４
件
、１
，

９
１
６
万
８
，

５
０
０
円
の
寄

附
が
集
ま
っ
て

い
る
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
過
去
の
寄
附

者
に
Ｄ
Ｍ
等
で

Ｐ
Ｒ
。

　
池
田
町
が
配
布
す
る
無
料
券
・

優
待
券
で
、
赤
字
の
元
を
つ
く
る

べ
き
で
は
な
い
。

　
飲
食
・
宿
泊
業
者
の
契
約
解
除

に
３
か
月
が
必
要
な
ら
、
早
急
に

実
施
す
べ
き
。

減
少
し
て
お
り
課
題
。
生
徒
、

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
予
定
。

②�

少
年
の
主
張
で
の
発
表
生
徒

は
、
部
活
動
を
通
じ
て
の
成
長

と
地
域
移
行
に
関
わ
る
要
望
を

端
的
に
述
べ
ら
れ
た
。
部
活
動

で
の
経
験
や
友
情
は
人
生
の
糧

と
な
る
、
貴
重
な
経
験
の
機
会

を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め

る
。

　�

文
化
系
ク
ラ
ブ
や
武
道
系
指
導

者
が
不
足
、
関
係
機
関
と
も
連

携
し
確
保
に
努
め
て
い
く
。
ス

ポ
ー
ツ
系
の
中
学
校
体
育
館
等

の
利
用
は
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

①
現
状
と
中
間
総
括
　

②
少
年
の
主
張
へ
の
見
解
　

③
小
学
校
教
員
の
兼
務

を
質
問

総
合
体
育
館
長

①�

令
和
６
年
10
月
よ
り
中
学
校
の

休
日
部
活
動
を
地
域
移
行
。
４

月
か
ら
６
月
の
休
日
活
動
は
、

延
べ
２
３
７
回
で
平
均
参
加
者

は
20
・
９
名
。

　�

相
談
や
困
り
事
な
ど
に
対
応
し

な
が
ら
ル
ー
ル
を
作
り
、
安
定

し
た
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

部
活
動
加
入
率
が
昨
年
の
70
・

６
％
か
ら
今
年
度
51
・
１
％
と

森　政郎 議員

池
田
温
泉
に
つ
い
て

中学部活動の地域展開（地域移行）
について

■中学生の休日部活動状況
ソフトボールは揖斐川町へ、柔道は大野町へ、
大野町と揖斐川町のサッカーは池田町に

クラブ名 中学校
部員数

池田ジュニア
加入数
（のべ数）

うち
町外

指導者数
7/22現在 町負担金

野球 27 28 　 8 59,700

サッカー 32 43 19 5 78,100

卓球 21 21 　 3 49,700

ソフトテニス 27 31 4 8 59,700

剣道 4 6 2 4 28,500

男子バスケ 10 11 　 3 35,600

女子バスケ 15 16 　 4 42,700

陸上 30 32 　 4 65,300

男子バレー 33 33 　 3 66,700

女子バレー 25 24 　 3 54,000

バドミントン 45 45 2 7 83,800

スポーツ系小計 269 290 27 52 623,800

美術・習字 42 22 　 1 51,200

吹奏楽 60 60 　 6 105,000

文化系小計 102 82 0 7 156,200

合　　計 371 372 27 59 780,000

　　　　　　　会費は1,000円/月↑� ↑うち教職員8名

一 般 質 問

◀︎YouTube録画配信はこちら

池田温泉へのふるさと納税
クラウドファンディング型 ふるさと納税 企業版ふるさと納税 合計

59人 331件 4社 394件

326万5,500円 1,090万3,000円 500万円 1,916万8,500円




